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県西地域活性化プロジェクトの取組状況 

 
 
 

① 「未病がわかる」情報発信プロジェクト 
26年度の実施内容 27年度の予定 

・「未病いやしの里の駅」の登録、パネル・

パンフレットなど広報物の作成・配置 

                      

・地域における交流イベントにおいて未病を

治す取組みに関する普及啓発の実施 

                      

・未病サミット神奈川 2015 in 箱根（仮称）

の開催準備 

・集いの駅における未病チェックや県西地域

の「未病を治す」地域資源の紹介 

・「未病いやしの里の駅」のＰＲ、地域交流

イベントにおける継続的な普及啓発の実施

《未病いやしの里づくり推進費 600万円》 

・国内外に県西地域の多彩な情報を発信《県西

地域情報発信サイト作成運営費  250万円》 

・未病サミット神奈川 2015 in 箱根（仮称）

の開催、未病月間の推進《未病サミット関

連事業 7,550万円》        

・未病の知識と県西地域の魅力を幅広く伝える人

材の育成に向けた講座の開催等《「県西未病観

光コンシェルジュ」育成事業費 700万円》 
 
【実施状況】 
 

●未病いやしの里の駅 

・27年11月25日現在 88箇所（27年度の目標、100箇所） 

食29、運動22、森19、湯24、集い10（複数指定のため合計は88に一致しない） 

 ・西部地域ミュージアムズ連絡協議会からの意見を受け、「いやし」のジャンルとし

て芸術作品などを展示する施設を対象とした「芸術の駅」を創設予定。 
 

●情報発信サイト 

・ホームページ等の作成を実施中。 

 

●未病サミット神奈川 2015 in 箱根 資料２ 

 10月22日(木)～23日（金）に湯本富士屋ホテル（箱根町）にて開催。 

 【未病サミット関連イベント（県西地域における独自実施分）】 資料３ 

・10月４日(日)：世界一長い板かまぼこ作り（小田原かまぼこ通り） 

・10月12日(月)：ME-BYO®未病を考えよう。かながわフェア（西武小田原店） 

［スタンプラリー抽選会を同時開催］ 

・10月17日(土)：箱根元気市（早川緑地） 

 

●地域交流イベントへの出展と未病チェックシートの活用・普及 

・県西地域で実施される地域交流イベントに出展し、未病チェックシートの体験など、

「未病を治す」取組みについて周知。 

６月６日(土)：開成町あじさいまつり ほか16回（11月25日現在） 

来場者数 約3,000人（11月８日現在） 

 
 

資料１ 
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●「県西未病観光コンシェルジュ」育成事業 

・里の駅、宿泊施設などの人材育成はもちろん、一般の人にも生涯学習として広く普

及を図る。初級、中級、上級の区分を設ける。28年２月に初級・中級の講座を県

西地域で各２回開催予定。（募集定員：初級各100名、中級各50名） 

 

 

 

② 「未病がわかる」拠点形成プロジェクト 
26年度の実施内容 27年度の予定 

・第３回県西地域活性化推進協議会において未

病いやしの里センター(仮称)の機能を説明 

・未病センターの設置に向けた検討 

・森林浴、運動、温泉入浴などに関するデー

タ等の収集 

・未病いやしの里センター(仮称)の提案募集と

最優秀提案について計画策定《未病いやしの

里センター設置推進事業費 2,100万円》 

・未病センターの全県展開《未病センター関

連事業 80万円》 

・森林浴、運動、温泉などに関するデータ等

の収集 
 
 
【実施状況】 
 

●未病いやしの里センター(仮称) 資料９  

・民間事業者等から提案を募集。8月18日にプレゼンテーション・審査委員会を開催

し、「ブルックスＨＤ・大井町」を最優秀提案として採択（9/3 記者発表）。 

・現在ブルックスＨＤが、基本計画（案）を作成中（平成28年３月完成予定）。 
 

●未病センター 

 ・６月20日に県認証「未病センターカーブス 小田原」がオープン（小田原シティモール） 

 体力年齢の測定や健康相談員による運動や食事についてのアドバイスを提供。 

設置・運営：㈱カーブスジャパン 

利用者実績：累計770人（平成27年10月31日現在） 

  出張測定会：７回 90人（平成27年10月31日現在） 

 

 

 

③ 「健康食生活」実践プロジェクト 
26年度の実施内容 27年度の予定 

・３施設で未病チェックシートを活用した食

の提供モデル事業を実施     

・未病を治す宿の検討（未病産業モデル事業) 

・大型直売センターにおける医食農同源の推進 

・食の駅による普及・広報の展開 

・未病を治す「食」の提供を行う宿・レスト

ランに対してメニュー開発等を支援《未病

いやしの里づくり推進費 600万円(再掲)》 

・医食農同源の理解促進《｢医食農同源｣食材活用

振興モデル事業費 73万円》 

・食の駅による普及・広報の展開 
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【実施状況】 
 

●未病いやしの里 里の宿・レストラン 

・里の宿、レストランの実施事業者の募集と、相談業務をスタート 

（現在２施設を登録―お宿ながお、鈴廣かまぼこの里 鈴なり市場「汐風カフェ」） 

・漢方薬膳のパンフレット「未病を治す！かんたん薬膳」を作成中。 

・今後、未病チェックシートの改修作業を予定。 

 

●医食農同源の理解促進 

 ・これまでに実施した医食農同源のＰＲイベントの関係者を対象に、今後の各地域で

の医食農同源推進に向けて、総括的な研究会を実施。（２月実施予定） 

 

 

④ 薬用植物等利活用促進プロジェクト 
26年度の実施内容 27年度の予定 

・有識者へのヒアリング等の実施 ・薬用植物を活用した「食」の普及啓発イベ

ント開催、レシピ集の作成《県西地域未病

資源活用促進事業費のうち 350万円》 

 

【実施状況】 

 

●薬用植物等を利用したレシピの開発・提供 

・株式会社ＡＢＣ Cooking Studioに委託して実施 

 （内容）・有識者を委員とする検討会において、普及可能な薬用植物等を選定 

・選定された食材を活用した薬膳料理教室、レシピコンテストを実施 

     ・薬膳レシピ集の作成・配布 

 （実施状況） 

  ・平成27年９月24日に有識者検討会を開催し、山薬・陳皮・冬瓜・当帰・蓬・ 

荷葉・薏苡仁・金銀花・桑葉の９種類を選定。イベントとしては、事業実施 

時期等を考慮し、山薬・陳皮・冬瓜の３つを選択 

【有識者】加藤一郎（㈱ジュリス・キャタリスト）、榊原巌（横浜薬科大学）、 

辰巳洋（日本本草薬膳学院）、元田由佳（小田原短期大学） 

  ・11月21日、小田原短期大学で薬膳料理教室を開催（10月20日記者発表） 

  ・薬膳料理レシピコンテストの実施（11月５日記者発表） 

   12月６日までレシピを募集、入賞作品はレシピ集に掲載 
 

●薬用植物等の利活用の促進 

・《交付金事業》丸太の森における薬草園の整備（南足柄市） 資料10－１  

 ・《交付金事業》高ポリフェノール食材の活用（富士フィルム㈱）資料10－６  
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⑤ 特色ある農林水産物の新商品開発プロジェクト 
26年度の実施内容 27年度の予定 

・神奈川県農協茶業センターにおいて、足柄茶

の新商品開発を実施（未病産業モデル事業) 

・市町における商品開発等の促進 

 

・足柄茶の新商品の販売に向けた調整 

・屋外でも手軽に食べられる水産加工品の開

発・普及・広報《消費者ニーズ対応型の魚

食普及推進事業費 600万円》 

・市町における商品開発等の促進 

 

【実施状況】 

 

・足柄茶を原料にした「ほうじ茶」、「箱根山麓紅茶」を発売。 

・水産技術センターにて、水産加工品のストリートフードを開発中。 

・《交付金事業》地域資源を活用した新たな特産品開発の検討（南足柄市）資料10－１  

 

 

 

⑥ 農林水産物の販売促進プロジェクト 
26年度の実施内容 27年度の予定 

・ブランド化、流通ネットワーク構築に向け

た基礎調査を実施         

・水産物等のブランド化の推進 

・真鶴港の拠点となる施設整備（里海BASE） 

・農林漁業者の６次産業化の支援 

・農産物の新たなブランドモデルの構築、生

産者と消費者を結びつける流通ネットワー

クの構築《県西地域未病資源活用促進事業

費のうち 500万円》 

・サポートセンターによる農林漁業者の６次

産業化へ向けた支援《６次産業化支援体制

整備事業費 1,532万円》 
 
【実施状況】 

 

●ブランドモデル・流通ネットワークの構築 資料４ 

・具体的な仕組みの検討や販売の試行、ＰＯＰなどの作成を委託事業で実施中。 
 

●農林漁業者の６次産業化へ向けた支援 

・６次産業化サポートセンターによる研修会等の開催 

商品開発にあたっての食品衛生等の研修会の開催（７月29日） 

名産品づくり体験等のワークショップを開催（８月５日、８月26日） 

生産者と実需者との交流会を開催（10月６日） 

・６次産業化総合化計画認定者による新商品開発（青みかんと湘南ゴールドを使用した業務

用フルーツソース）を実施。 

・《交付金事業》農産物の出荷･販売手法･ルールの検討（南足柄市）資料10－１ 
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⑦ 農林水産業の基盤強化プロジェクト 
26年度の実施内容 27年度の予定 

・小田原漁港等の整備 

・農地中間管理機構の整備 

・有害鳥獣対策の推進 

・小田原漁港等の整備《小田原特定漁港漁場

整備事業費 4億4,480万円》 

・農地中間管理機構事業の推進《農地中間管

理機構事業推進費補助 3,394万円》 

・鳥獣被害対策の推進《鳥獣被害対策関連事

業 4億2,663万円》 

・南足柄市内山地区ほ場整備《県営ほ場整備

事業費 2,800万円》 
 
【実施状況】 

●小田原漁港 ・1号臨港道路の整備を引き続き実施 
 

●新規就農者の支援 

・農業技術センターが新規就農者の経営・技術能力の向上のため巡回指導・研修を実施。 

・《交付金事業》新たな担い手の育成に向けた農業振興方策の検討（南足柄市） 資料10－１ 
 

●鳥獣被害対策 

・平成27年度から山北町清水北部地区をモデル地区として鳥獣対策支援チームが支援 
 
●南足柄市内山地区ほ場整備 

 ・平成27年度工事詳細設計、換地計画原案の作成 一式 

 

⑧ 楽しく歩く地域づくりプロジェクト 
26年度の実施内容 27年度の予定 

・東海道ウォーキングアプリ等の開発促進 

                

・ウォーキングコース等のネットワーク化に

向けた体制整備（部会の設置） 

・多様なニーズに対応できるウォーキングコ

ースの検討・整理       

・ハイキングコースの整備に向けた調整、先

行的に実施可能な整備の推進 

 

【実施状況】 

●東海道ウォークなどの推進 

・東海道に関するウオーキングイベントの開催 （11/14～12/13） 

・26年度の交付金事業で開発した健康アプリの運用（南足柄市） 
 

●ウォーキングコース等の整備 

・県西地域ウォーキングコース整備補助金（サイクリングエリアの事業費で実施）に

より、標識設置等を支援 資料５ 

・26年度に作成した７５コースのマップを活用 

・《交付金事業》丸太の森における散策道の整備（南足柄市） 資料10－１ 
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⑨ スポーツ普及促進プロジェクト 
26年度の実施内容 27年度の予定 

・パークゴルフ初心者講習会の開催、普及啓

発冊子の作成         

・運動の駅による普及・広報の展開 

・地域の交流大会の実施に向けた調整 

・運動の駅による普及・広報の展開 

・山北つぶらの公園の整備《公園整備費 1億

2,300万円》 

 

【実施状況】 

●スポーツイベントの誘致 

・小田原にラグビー日本代表チームの練習拠点を誘致（Ｈ27.6.3協定締結） 

・開成町サイクルスポーツフェスタ開催（足柄ロングライドを同時開催） 

（平成27年11月1日、開成町町制施行60周年記念事業） 
 

●山北つぶらの公園の整備 

 ・27年度は、園路広場整備工事。28年度一部開園を目標に整備を進める。 

 ・「花の山里に憩い、楽しみ、森に出会い、学ぶ」を基本テーマに、自然豊かな森を

活かし県民のレクレーションの場となることを目指す。 

 

 

⑩ 農と結びついたくらしの提案プロジェクト 
26年度の実施内容 27年度の予定 

・事業実施に向けた検討 ・都市住民が気軽に「農」を体験できる新たな

市民農園モデルの検討・構築《県西地域未病

資源活用促進事業費のうち 1,000万円》 

 

【実施状況】 

 ・「未病を治す」サポート付き農園（仮称）※の設置に向け調整中。 
 
  ※ 都市住民が県西地域を訪れ、区画された農地を利用してレクレーションとして

農作物を栽培し、農園スタッフが栽培指導や農地管理等のサポートを行うもの。

県西地域独自のネーミングを行い、県西地域で土に触れる魅力や健康的でゆとり

のあるライフスタイルを発信する。 

 

 

⑪ 温泉の魅力アピールプロジェクト 
26年度の実施内容 27年度の予定 

・国民保養温泉地の指定に向けた調整 

・分りやすい温泉掲示プレート（Chocotto）

の作成・掲示 

・温泉泥を活用した事業の推進（湯河原町） 

・湯の駅による普及・広報の展開 

・国民保養温泉地の事業展開 

・温泉の効能等の情報発信の推進 

・湯の駅による普及・広報の展開 
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【実施状況】 
 

・平成27年5月1日に、箱根・芦之湯温泉が国民保養温泉地に指定。 資料６ 

 ・県西未病観光コンシェルジュのカリキュラムにおいて、温泉の魅力をアピール。 

 

 

⑫ 森林の活用促進プロジェクト 
26年度の実施内容 27年度の予定 

・森林セラピー事業の展開と新たな森林セラ

ピーロードの指定に向けた検討 

・森の駅による普及・広報の展開 

・森林セラピー事業の展開と新たな森林セラ

ピーロードの指定に向けた検討 

・森の駅による普及・広報の展開 

 

【実施状況】 
 

・箱根町が、平成28年３月の森林セラピー基地の認定に向けて取り組みを推進。 

・《交付金事業》丸太の森の癒しのエリアの整備（南足柄市） 資料10－１  

・《交付金事業》はこじょ
．．．．

による森をフィールドにした未病の普及啓発（箱根町） 資料10－２ 

・《交付金事業》魚つき林のアピールと森の駅‐ケープ真鶴の再生（真鶴町） 資料10－３ 

 

 

⑬ 産業の集積促進プロジェクト 
26年度の実施内容 27年度の予定 

・未病産業の普及推進 

・植物工場を拠点とした地域活性化を図るため

のモデル事業の実施（未病産業モデル事業) 

・環境影響評価の面積要件や工業系特定保留

区域への立地基準等を緩和 

・未病産業の普及推進《未病産業普及啓発事

業費 1,080万円》 

・農業への農作業受託型の企業参入の促進

《農作業受託型企業参入促進事業費 198万

円》 

・企業の立地促進に向けた方策の検討 

 

【実施状況】 
 

●未病産業の普及推進 

 ・未病産業研究会 会員数280社（10月30日現在） 

 ・三菱化学㈱が完全人工光型植物工場（Plant PlantTM）を新たに設置、ME-BYO 

BRANDに認定（H27.10.5）。 

 

●農業への農作業受託型の企業参入の促進 

 ・農作業受託企業と農家のコーディネートに向けて、県西地域に参入を希望している

企業と、県西地域の農家へのヒアリングを実施。（11月17日現在：９回） 

・農作業受託企業と地域のマッチングに向けて、地元農家や市など地域の関係者と企

業との意見交換を実施。（11月17日現在：１回） 
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⑭ 地域の魅力を体感する観光開発プロジェクト 
 26年度の実施内容  27年度の予定 

・「未病を治す」ツーリズムに係る検討推進

体制の構築（部会の設置） 

・「未病を治す」モデルツアーの企画事業を

実施             

・健康モニターツアー等の実施 

・大学と連携したモデル事業を実施 

・韓国の著名漫画家による県西地域の取材活動 

・道の駅及び洒水の滝遊歩道整備に向けた検討 

・「未病を治す」旅行商品の造成、モデルツ

アーの実施《県西地域｢未病を治す｣ツーリ

ズム開発促進事業費 300万円》 

・サイクリングエリアの実現に向けた検討と

事業等の実施《県西地域サイクリングエリ

ア等構築事業費 6,300万円》   

・大学と連携したグリーンツーリズムなどの

企画・推進《大学連携事業費 3,800万円》            

・道の駅及び洒水の滝遊歩道整備に向けた検討 

 

【実施状況】 
 

●「未病を治す」ツーリズム 

 ・26年度に検討したツアーの実施と、課題の整理、ツアーコースの拡充を「ぽけかる

倶楽部」に委託。10月から１月まで５つのツアーを催行（予定）。 資料７ 

 ・《交付金事業》地域資源を活用した現代版湯治プランの開発（湯河原町）資料10－４ 

・《交付金事業》新たな「着地型旅行商品」の展開（小田原箱根商工会議所）資料10－５ 
 

●サイクリングエリアの構築 資料５ 

 ・コミュニティサイクルの運営事業者を公募。事業者と契約に向けて調整中。 

・国道・県道沿いのコンビニ等にバイクラック等を貸出す「自転車の駅」を整備。 

 

●大学連携事業 資料８ 

 ・大学からの提案を募集し、８事業を採択。大学が学生とともに地域と連携して地域

振興・観光振興に取組む地域インターンシップを推進。 

 

●道の駅 

・《交付金事業》道の駅の運営体制の確立に向けた検討（南足柄市）資料10－１ 

 

●その他 

 ・駐日大使館の外交官に地域の魅力を紹介するモニターツアーを実施（11月14日） 

 ・三重県、滋賀県などと「日本忍者協議会」を設立し、風魔忍者をアピール。 

 

 

⑮ 新たなまちの形成促進プロジェクト 
26年度の実施内容 27年度の予定 

・事業実施に向けた検討 ・ME-BYOタウンの形成に向けた民間からのプ

ロジェクト提案の募集《ME-BYOタウン形成

促進事業費 50万円》       
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【実施状況】 
 

●ME-BYOタウンの形成 

 ・ME-BYOタウンについては、事業者ごとにヒアリングや技術情報の提供を実施中。 

 

●世代をつなぐまちづくりの促進 

・慶應義塾大学の渡辺教授（当協議会委員）が、ＪＳＴ（科学技術振興機構）のＲＩ

ＳＴＥＸ（社会技術研究開発センター）の研究開発領域「持続可能な多世代共創

社会のデザイン」において、研究開発プロジェクト「未病に取り組む多世代共創

コミュニティの形成と有効性検証」（平成26年10月から３年間）を実施。 

 

 

⑯ まちをつなげる交通ネットワーク整備推進プロジェクト 
26年度の実施内容 27年度の予定 

・新東名高速道路の整備の促進 

・西湘バイパス西側の小田原箱根道路の４車

線化 

・南箱道路など地域交通ネットワークの形成

に向けた整備の推進 

・新東名高速道路の整備の促進 

・南箱道路など地域交通ネットワークの形成

に向けた整備の推進《地域交通ネットワー

ク整備関連費 19億9,297万円(当初)》 

 

 

【実施状況】 
 

・県道731号(矢倉沢仙石原)〔南足柄市と箱根町を連絡する道路〕等の整備 

・都市計画道路城山多古線等の整備 

・都市計画道路穴部国府津線他の整備 

・広域農道小田原湯河原線の整備 

 


